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2016年度 � �2017年度 

(平成28年度) ��(平成29年度) �○類似"関連事業との調整 
臨時政策経費 一般財源 ��見積基準額 (節減後) �※新規事業や1,000万円以上の投資的経 費は局内で優先順位付けすること 

90% �※新規"既存事業とも終期を設定する こと 
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新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

旧
年
中
は大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

本
年
態
蜜
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

昨
年
は
市
制
施
行
1
0
0

周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年

を
現
職
の
議
員
と
し
て
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
加

え
て
議
員
歴
2
0
年
と
重
な
り

特
別
表
彰
を
頂
き
ま
し
た
。

皆
様
の
お
陰
と
深
く
感
謝
致

し
ま
す
。
新
た
な
1
0
0
年
に
向
か

い
、
新
し
い
市
長
の
も
と
で

こ
れ
か
ら
の
福
山
の
為
、
未

来
の
子
ど
も
た
ち
の
為
に
、

更
な
る
精
進
を
す
る
覚
悟
で

す。

新
年
度
福
山
市

総
合
体
育
館
建
設
へ

福
山
市
は
競
馬
場
跡
地
に

市
総
合
体
育
館
の
完
成
イ
メ

ー
ジ
を
公
表
し
ま
し
た
。
芦

田
川
に
つ
な
が
る
橋
を
建
設

し
、
河
川
敷
と
一
体
感
の
あ

る
設
計
。
競
馬
場
跡
地
周
辺
道
路
整

備
の
概
要
は
新
設
延
長
約
3

1
0
m
、
改
良
延
長
約
1
2

2
0
m
。
体
育
館
は
約
1
5

2
0
0
2
m
。
メ
イ
ン
コ
ー
ト

と
サ
ブ
コ
ー
ト
が
あ
り
、
メ

イ
ン
コ
ー
ト
で
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
等
の
コ
ー
ト
が
3

面
と
れ
、
ま
た
有
事
の
際
、

約
3
0
0
0
人
の
一
時
避
難

者
に
対
応
で
き
、
剣
道
場
は

約
3
0
0
人
が
寝
泊
ま
り
で

き
る
避
難
所
に
。

概
算
事
業
費
は
周
辺
道
路

や
基
盤
整
備
に
約
2
5
億
円
。

公
園
事
業
に
約
1
2
億
円
、
新

総
合
体
育
館
　
(
建
物
本
体
)

に
約
9
7
億
円
合
計
約
1
3
4

億円。平
成
2
8
年
度
中
に
設
計
を

終
え
、
来
年
度
中
に
建
設
工

事
を
発
注
。
完
成
は
平
成
3
1

年
度
中
の
予
定
。

福
山
市
プ
ロ
野
球

選
手
激
励
会

激
励
会
が
昨
年
1
2
月
1
8
日

㈲
、
市
内
の
宴
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
私
は
主
催
者

の
福
山
市
プ
ロ
野
球
後
援
会

の
顧
問
を
し
て
い
ま
す
。
会

場
に
は
広
島
カ
ー
プ
の
中
村

恭
平
投
手
、
他
2
名
の
カ
ー

プ
選
手
を
招
き
、
ま
た
特
別

ゲ
ス
ト
と
し
て
高
卒
選
手
と

し
て
初
め
て
大
リ
ー
グ
の
選

手
に
な
っ
た
マ
ッ
ク
鈴
木
さ

ん
も
参
加
。
約
3
0
0
名
に

及
ぶ
子
ど
も
や
カ
ー
プ
の
フ

ア
ン
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま

した。

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、

少
し
で
も
子
ど
も
た
ち
が
将

来
に
夢
を
持
ち
、
故
郷
福
山

に
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
く

れ
れ
ば
と
念
願
し
ま
す
。
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12月補正予算額

1次補正(全会計)

51億4,761万円

2次補正(全会計)

▲3億3,556万円

補正額総額　48億1,205万円

12月一般会計補正予算(主な事業)1次分 

国の2次補正予算分　　　　　　　　　　21億8,421万円 

臨時福祉給付金　　　　　　　　　　16億0,232万円 

私立保育所施設整備費補助(2ヶ所)　3億9,209万円 

認定こども園施設整備事業費(1ヶ所)　8,170万円 

放課後児童クラブ整備費(2ヶ所)　　　7,300万円 

燃油補給施設改築費補助(内海町)　　　3,510万円 

通常分　　　　　　　　　　　　　　　　29億6,339万円 

安心〃安全の実現(急傾斜地崩壊対策事業)8,570万円 

女性の就労支援　　　　　　　　　　　　1,217万円 

教育環境の充実(基金積立金)　　　　4億0,404万円 

公共事業等の追加(維持補修費など)　　　5,558万円 

コミュニティーの活性化(集会施設建設費)　271万円 

寄附金対応　　　　　　　　　　　　　　　　215万円 

制度上補正を必要とするもの　　　　　23億5,757万円 

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　4,347万円 

※本市の2次分の補正予算は、-般会計“特別会計" 

企業会計とも、人事院勧告や職員の中途退職・人事 

異動等の変動に伴うものが主なものであり、 

総額は▲3億3,556万円です。 

十
二
月
定
例
市
帽
蛤

本
会
議
は
十
二
月
一
目
開

会
。
平
成
二
十
七
年
度
一

般
会
計
な
ど
1
2
件
の
決
算

を
認
定
。
ま
た
、
平
成
二

十
八
年
度
瀬
戸
川
流
域
の

浸
水
対
策
事
業
な
ど
一
般

会
計
補
正
予
算
案
や
、
神

辺
診
療
所
を
本
年
度
末
で

廃
止
す
る
条
例
案
な
ど
0
0

議
案
を
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

災
害
対
策
。
女
性
の
就

労
支
援
。
教
育
環
境
の

充
実
な
ど
に
、
2
9
億
6

3
3
9
万
円

本
補
正
予
算
は
、
通
常
分

と
し
て
、
瀬
戸
川
流
域
の
浸

水
対
策
調
査
な
ど
、
安
心
・

安
全
の
為
の
事
業
費
や
、
女

性
の
就
労
支
援
費
、
教
育
環

境
の
充
実
に
向
け
て
の
基
金

積
立
金
で
す
。

ま
た
、
国
の
二
次
補
正
予

算
分
と
し
て
、
一
億
総
活
躍

社
会
の
実
現
の
為
の
も
の
で

消
費
の
底
上
げ
を
図
る
為
の

給
付
措
置
や
、
保
育
の
受
け

皿
整
備
の
為
の
施
設
整
備
費

等
で
す
。
水
曜
会
は
、
い
ず
れ
も
市

民
生
活
の
福
祉
向
上
に
資
す

女
性
の
就
労
支
援
と
は
、

本
市
の
若
い
女
性
が
就
学
や
就
職
で
、
市
外
へ
の

転
出
超
過
と
な
っ
て
お
り
、
福
山
駅
近
く
に
交
流

拠
点
と
し
て
「
女
子
カ
フ
ェ
」
を
整
備
し
、
地
元

就
職
情
報
や
地
元
の
魅
力
の
発
信
に
努
め
、
市
内

企
業
で
働
く
事
の
意
識
醸
成
を
図
り
、
地
元
で
の

女
性
の
雇
用
の
促
進
・
定
着
を
図
る
事
業
で
す
。

る
も
の
で
あ
り
、
早
急
な
実

施
を
求
め
賛
成
し
ま
し
た
。

福
山
市
民
病
院
附
属
神

辺
診
療
所
を
廃
止
す
る

為
の
条
例
案
を
可
決

三
月
末
で
、
神
辺
診
療
所

廃
止
を
す
る
為
の
条
例
案
を

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

当
診
療
所
の
周
辺
地
域
の

医
療
環
境
は
、
周
辺
5
血
圏

内
に
は
、
3
0
施
設
の
医
療
機

関
が
存
在
す
る
状
況
に
あ
り

公
的
医
療
機
関
と
し
て
の
存

在
意
義
が
な
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
患
者
数
の
推

移
は
、
平
成
二
十
八
年
度
の

上
半
期
で
は
、
開
所
時
の
6

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
的
医
療
機
関
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
、
へ
き
地
医
療

を
始
め
、
救
急
医
療
な
ど
不

採
算
な
部
門
や
、
莫
大
な
資

本
を
要
す
る
高
度
先
進
医
療

を
担
う
も
の
で
す
。

現
在
、
市
民
病
院
は
、
が

ん
医
療
・
救
急
医
療
・
高
度

専
門
医
療
を
大
き
な
柱
に
、

高
度
急
性
期
等
を
担
う
地
域

の
機
関
病
院
と
し
て
、
福
山

市
内
だ
け
で
な
く
、
備
後
圏

域
の
公
的
医
療
機
関
と
し
て

重
責
を
担
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
神
辺
診
療
所
の
現

状
は
、
軽
症
な
患
者
の
診
察

な
ど
外
来
患
者
を
中
心
に
診

療
が
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域

の
開
業
医
と
同
様
の
　
「
か
か

り
つ
け
医
」
　
と
し
て
の
役
割

し
か
担
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
や

建
物
の
耐
久
性
も
新
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
昨

年
の
建
物
緊
急
点
検
で
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
離
な
ど
が

見
つ
か
り
、
早
急
に
今
後
の

方
向
性
を
決
定
す
る
必
要
が

生
じ
た
も
の
で
す
。

現
在
、
受
診
を
さ
れ
て
い

る
方
々
へ
の
対
応
も
、
希
望

さ
れ
る
医
療
機
関
へ
の
紹
介

な
ど
、
患
者
さ
ん
の
意
向
に

添
い
な
が
ら
丁
寧
な
対
応
に

努
め
る
と
の
事
で
す
。

水
曜
会
は
、
通
院
中
の
患

者
に
対
し
て
は
、
責
任
を
も

っ
て
希
望
さ
れ
る
医
療
機
関

に
紹
介
す
る
事
に
努
め
る
事
。

跡
地
利
用
は
、
売
却
を
基

本
と
し
て
い
る
が
、
地
元
住

民
の
意
見
を
十
分
に
尊
重
し

対
応
す
る
事
を
求
め
、
賛
成

し
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
水
曜
会
か

ら
6
人
が
登
壇

枝
廣
市
長
を
質
す

十
二
月
議
会
の
一
般
質
問
者
は
、

左
記
の
通
り
で
す
。

○
高
田
健
司

○
連
石
武
則

○
榊
原
則
男

○
木
村
秀
樹

○
石
口
智
志

○
喜
田
紘
平

詳
細
は
、
二
月
一
日
発
行
の
　
「
福

山
市
議
会
だ
よ
り
」
　
に
掲
載
さ
れ
ま

す。


